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研究成果の概要（和文）：まず、生後5～8か月の乳児を対象とした選好注視実験を行った。その結果、乳児でも
成人が「信頼感が高い」と判断した顔画像を注視することが分かった。したがって、顔からの印象知覚にはあま
り複雑な社会的経験は必要ないことが推測される。次に、幼児および成人を対象に、様々な印象判断実験を行っ
た。その結果、印象によって幼児でも成人と同様の判断がなされるものと全く異なるものがあることが示され
た。印象の種類によっては、発達とともに判断基準が変化する可能性があると考えられる。

研究成果の概要（英文）：First, we examined 5-to-8-month-old infants' perception of facial 
impressions by preferential-looking paradigm. As a result, it was found that even infants pay 
attention to facial images that adults judge to be "trustworthy." These results were published in 
the international journal (Sakuta et al., 2018, PLOS ONE). Next, impression judgment experiments 
were conducted for 3-to-6-year-old children and adults. The results showed that some impressions 
were quite similar, but the other ones were different between children and adults. These results 
were presented at an international conference (Sakuta, 2019, ICPS) and are currently being prepared 
for submission to a journal.
There have been few studies regarding young children's impression judgment. This study suggests that
 infants can obtain the ability to detect trustworthiness from the face through a small number of 
social experiences after birth.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で得られた知見を総合すると、顔から印象を知覚する能力は多くの社会的経験や複雑な社会的相互作用を
必要としないことが推測される。社会の中で生きる上で、他者が自分にとって味方となりそうか等を評価する能
力は非常に重要かつ基本的なスキルであるが、これまでその発達過程についてはほとんど解明されていない。本
研究課題により、顔認知の重要な側面である印象知覚のメカニズムの解明に大きく寄与することができたと考え
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
人は顔を見ると非常に短時間でほぼ自動的に、その人物が優しそうか、信頼できそうかとい
った印象を知覚する。信頼できる人物を素早く検出することは、社会の中で良い人間関係を形
作る上で重要なスキルである。こうしたプロセスは、社会心理学の領域で「特性推論」もしく
は「印象形成」と呼ばれ、古くから研究が行われてきた。近年、Todorov らによる画期的な論
文をはじめとする一連の研究において、顔から自動的に推測される第一印象が様々な社会的場
面において重要な役割を果たしていることが明らかになってきている（Blair, Judd, & Chapleau, 
2004; Porter, Brinke, & Gustaw, 2010; Rule & Ambady, 2008; Todorov, Mandisodza, Goren, & Hall, 
2005）。たとえば、アメリカの議員選挙のデータに基づく分析により、立候補者の顔から自動的
に推測される「有能さ」という印象が、実際の選挙での得票率を有意に予測することが示され
た（Todorov et al., 2005）。つまり、政治家の公約等の情報がなくても、顔を見て有能そうだと
判断した人物に投票する傾向が有ることが明らかにされたのである。 
それでは、より幼い子供たちは、大人と同様に顔から印象を知覚することができるのだろう
か。現時点では、子供を対象とした研究は少ない。Cogsdillら（2014）は、CGで作成された顔
画像を使用し、3歳児でも成人と類似した印象判断を行うことを示した。3歳児は、成人が「信
頼できない」と判断した顔に対して、「意地悪」と判断した。このような印象判断が安定するの
は 5 歳以降であった。さらに、5～13歳児を対象とした研究において、船のキャプテンを 2 名
の人物から選択させたところ、より「有能そう」な印象を持つ顔の人物が有意に選ばれた
（Antonakis, & Dalgas, 2009）。したがって、子供でも、成人と同様、顔から印象を知覚出来るだ
けでなく、リーダー選択においては有能さの印象を重視して選択していることが示唆された。
しかし、3 歳以下の乳幼児を対象とした研究は非常に少ない。もし印象の知覚において、ある
程度の社会的な経験が必要となるなら、乳児にとっては印象を知覚することは困難であろう。 
特に、発達初期の乳児にとって、自分を助けてくれる確率の高い特性への感受性を持つこと
は、非常に有益であると考えられる。たとえば、「温かさ」や「信頼感」のような特性は、保護
や養育能力の高さを連想させるため、乳児がこのような特性を検出し、選好することには大き
な意味がある。 
 
２．研究の目的 
人は顔を見ると素早く自動的にその人が有能そうか、信頼できそうかといった社会的印象を
知覚することができる。社会の中で生きる上で、他者が自分にとって味方となりそうか等を評
価する能力は非常に重要かつ基本的なスキルであるが、これまでその発達過程についてはほと
んど解明されていない。もし印象知覚が多くの社会的経験を必要としないなら、1 歳未満の乳
児でも印象を知覚することができると考えられる。本研究では、印象知覚メカニズムがいつど
のように獲得されるかを検討した。本研究課題により、顔認知の重要な社会的側面である印象
知覚の発達過程を解明することができれば、顔認知研究を新たな視点から大きく発展させるこ
とができると考えた。 

 
３．研究の方法 
以下の研究により、生後 1年以内の乳児は印象が知覚できるか、また、発達過程における印
象知覚の変化の有無を明らかにすることとした。 
 
（1）乳児を対象とした印象知覚実験 
社会的認知における重要な 2軸である信頼感（trustworthiness）と支配性（dominance）の印象
について、5-8 ヶ月児でも知覚できるかを検討した。乳児に対しては言語による教示ができな
いため、印象が相反する顔同士を対提示し、どちらをより長く見るかという注視行動を指標と
した選好注視法を用いて印象の異なる顔に対す
る選好が見られるかを検討した。 
実験参加者 実験に参加したのは 6～8 か月
児 44名であった。 
刺激 顔刺激として、Alexander Todorov教授
らのラボで作成され印象を操作された CG の顔
画像を使用した。画像は FaceGen で作成され、
アメリカ人の成人による印象評定データに基づ
き適切に印象を操作されたことが確認されてい
る（Oosterhof & Todorov, 2008）。顔の内部に注
目させるため、首の部分は削除して顔の部分の
みを切り出して、輪郭をぼかしたものを使用し
た。背景は灰色に統一した。信頼感の高低と支
配性の高低で 4通りのペアが作成された（例：
支配性が高い顔同士で信頼感の高い顔と低い顔
のペア、支配性が低い顔同士で信頼感の高い顔
と低い顔のペアなど）。刺激の例を図 1に示す。 

 図 1 実験で使用した画像の例 



手続き まず、乳児の注意を引くためパソコンのモニタ上にキャラクターを音とともに提示
し、画面への注視が確認された後に刺激ペアを左右に並べて提示した。15秒経過後、再びキャ
ラクターを提示し、刺激の左右を入れ替えて再度 15秒間提示した。実験 1では顔の向きを正立
で、実験 2では倒立で提示した。信頼感の高い顔をターゲットとし、ターゲット画像に対する
2試行分の合計注視時間を算出した。 
 
（2）幼児を対象とした印象知覚実験 
幼児に対しては、選好注視法と言語教示による選択判断を併用した。 
実験参加者 46名の幼児（女児 25名、男児 21名）が実験に参加した。幼児は 3-4歳群（22
名）および 5-6歳群（24名）に群分けした。全員日本人であった。 
刺激 FaceGenにより作成された CGの顔画像を使用した。先行研究（Oosterhof & Todorov, 

2008; Cogsdill et al., 2014; Sakuta et al., 2018）で使用された刺激より、アメリカで実施された印
象評定に基づく信頼感の高い顔と低い顔 7ペア、支配性の高い顔と低い顔 7ペア、有能さの高
い顔と低い顔 5ペアを選定した。 
手続き 顔をペアにして左右に 1つずつ提示し、どちらの顔がよりいい人そうかなどを選択
させた。顔画像を厚紙に印刷して提示し、2 肢強制選択を行った。刺激ペアの提示順序や左右
の提示位置は参加者間でカウンターバランスされた。 

 
（3）成人を対象とした印象知覚実験 
乳幼児の印象知覚との比較のため、大学生・大学院生を対象に、印象知覚実験を行った。 
実験参加者 33名の大学生・大学院生（女性 25名、男性 8名、平均 20.3歳）が実験に参加
した。全員日本人であった。 
刺激 幼児実験で使用したものと同一の刺激を使用した。 
手続き 顔をペアにして左右に 1 つずつ提示し、5 段階での確信度評定を含む選択判断を行
った。たとえばどちらの顔が信頼できそうかという質問に対し、絶対に左、多分左、わからな
い、多分右、絶対に右の 5択で判断を行った。刺激ペアの提示順序や左右の提示位置は参加者
間でカウンターバランスされた。 
 
４．研究成果 
（1）乳児期の印象知覚 
乳児を対象とした実験結果（信頼感の
高い顔への注視率）を図 2に示す。支配
性が高い顔同士のペアでは、信頼感の高
い顔を信頼感の低い顔よりも注視する
という結果が得られた（実験 1）。なお、
顔を上下逆さにした倒立提示（実験 2）
では、注視の偏りは見られなかった。 
以上の成果は国際学会（Sakuta et al., 

2015, APS）で発表するとともに学術論文
として執筆し、国際学術雑誌に掲載され
た（Sakuta et al., 2018, PLOS ONE）。本論
文についてはプレスリリースを行い、毎
日新聞、読売新聞など多くの記事に掲載
された。 
 
（2）幼児期の印象知覚 
幼児を対象に印象判断実験を行っ
た結果、印象の種類によって、幼児で
も成人と同様の判断がなされるもの
と、全く異なるものがあることが示さ
れた。たとえば、信頼感と支配性は年
齢が上がるにつれて判断が安定する
傾向があるが、有能さについては全体
として判断が一致しない傾向がみら
れた。このように、印象の種類によっ
て判断に差異がみられ、そこには顔を
見る社会的経験あるいは文化による
影響が働いていると考えられる。 
幼児を対象とした研究については、
国際学会および国内学会で発表し
（Sakuta, 2019, ICPS；作田、2019、日
本認知心理学会）、現在、論文投稿準
備中である。 

図 2 乳児を対象とした実験の結果 

図 3 幼児および成人を対象とした実験の結果 



 
（3）まとめ 
期間全体を通して、発達初期の乳幼児でも顔から印象を知覚している可能性が示唆された。
したがって、顔から印象を知覚する能力は多くの社会的経験や高度な社会的相互作用をほとん
ど必要としないと考えられる。むしろ、顔の持つ低次の物理的情報から直接印象を知覚してい
るのではないかと推測される。 
ただし、上述のように幼児と成人では判断の異なるところもあり、また、日本人の成人とア
メリカ人の成人の判断の相違も見られた。成長に伴う印象知覚の変化や、印象知覚の文化差な
どについては今後も検討を続ける必要がある。本研究課題をさらに発展させることにより、顔
認知の重要な社会的側面である印象知覚の発達過程に加え、その文化的固有性及び普遍性を解
明することができると考える。 
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